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Abstract:The　 purpose　 of　this　research　 was　 to　clarify　 students'perceptions　 and　 knowledge　 after

the　 child　 care　 practices　 at　a　nursery　 school　 and　 a　kindergarten.　 It　also　 examined　 how　 their

ideal　 images　 of　 a　 child　 care　 person　 were　 formed.　 The　 survey　 was　 conducted　 on　 182

students　 at　K　 Junior　 College.

　　According　 to　 the　 results,　 the　 students　 learned　 the　 importance　 of　 a　way　 of　 looking　 after

children　 individually,　 of　 bringing　 out　 their　 basic　 talents,　 and　 of　communicating　 effectively

with　 them.　 Their　 ideal　 images,　 then,　 were　 the　 ones　 whose　 attitude　 is　being　 considerate,

chee㎡ul,　 and　 active　 in　dealing　 with　 children.　 This　 paper　 concludes　 that　 their　 realization　 as

child　 care　 persons　 was　 brought　 forth　 through　 pragmatic　 care　 experiences.
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1.研 究 目的

　近年,こ どもをとりま く環境は大きく変化してきた。

都市化の波はこどもたちのあそび場をうばい,自 然の

中でのあそび,泥 んこあそび,直 接的具体的な体験を

通してあそぶ機会を奪って しまった。また,こ どもた

ちは室内あそびなどによってこども集団がな くな り,

人間関係が稀薄化 し,コ ミュニケーション能力を形成

する機会が減少した。さらにまた運動あそびの機会が

減少し,体 力低下,肥 満,生 活習慣病を招き,夜 型の

生活により生活 リズムを狂わせ,心 身 ともに耐性を欠

くような状態にある。そのため,キ レるこどもや多動

的なこどもを発生 させ,そ のしわよせが教育現場に及

ぼす影響が甚大である。

　女性就労者の増加や価値観の多様化など社会様相の

変化 とともに,少 子化が一段 と進む中,次 世代を担 う

こどもが未来を拓 くため,特 に乳幼児期における教育

保育が重要な今 日的課題となっている。そこで多面的

な能力と資質向上を目指 した保育者の養成が重要な課

題 となる。

　全国保育士養成協議会等での研究報告か らも多 くの

問題点が指摘 されている。それは学校(養 成校)で の

シークエンス=sequence(教 科 目の配列)の 問題,保

育実習時期,保 育士の専門性とふ りかえり教育,ま た

地域社会との連携 ・支援,保 護者 との連携 ・支援,保

育サービス,現 場保育者の リカレン ト教育 ・キャ リア

アップ教育等 々,多 義にわた り様々な要求が保育者に

求められている現状である。その基礎教育の体験の場

である保育実習では,学 校で学んだ理論 ・実習 ・実技

な どが現場でどのように活用実践 されているのか 「体

験 ・観察」 し,理 論 と実践 との関係を学び取 り,ま た,

こどもとの関わ りを通 して,専 門職の目的目標 ・価値

観 ・教育観などを学び とるものである。

　今回は保育実習に的を当て,2年 間の保育科での学

修がいかに保育実習に生かされたか,実 習で学生たち

は何を 「学び」,ど のような 「気づき」があったのか,



またその結果,目 指す保育士像形成への影響,保 育士

としての将来の自分の生き方 ・使命感を見出し,保 育

士としてのアイデンティティ形成が得 られたかを確認

するものである。また保育実習の事前 ・事後の指導に

も役だたせるための基礎資料を得ることを目的とした。

(*本 論文では,保 育実習 とは保育園 と幼稚園におけ

る実習を指す。)

ll.研 究方法

著者作成の質問紙 「保育学科学生の学修 に関する調

査」(自 由記述式16問))の 中から,保 育園実習 と幼稚

園実習における5項 目の質問,1.「 保育実習(保 育園 ・

幼稚園各 々)か ら学んだことは何でしたか」,2.「 保

育実習に役立った科 目は何ですか」,3.「 将来 どのよ

うな保育士にな りたいと思いますか」,4.「 生涯,保

育士を続けたいですか」,5.「 将来あなたのこどもを

幼稚園 と保育園 どちらに行かせたい と思いますか,ま

たそれは何故ですか」,についての回答を集計 し,そ れ

を基に表題(テ ーマ)に ついて考察を展開した。

質問紙法 による調査 を実施 したのは,平 成19年2月

5日 ～7日 の期間で,対 象はK女 子短期大学2年生182人

であった。

皿.結 果 と考察

質問項目1.「 保育実習(幼 稚園 ・保育園各々)か ら

学んだことは何で したか」に対する様々な自由記述内

容から12項 目にまとめ表1に 示 し,そ れを図1に 表 し

た。また各項目の内容を表2と 表3に 示 した。

(1)「 こどもへの関わ り方(接 し方 ・対応)」 につ

いては,保 育園38.6%,幼 稚園29.0%と,両 者 とも一

位であ り高い比率を示 した。その内容を表2(保 育園

実習の場合)と 表3(幼 稚園実習の場合)か ら対比し

てみると両者 とも,① 一人ひ とりのこどもを尊重し,

こどもの目線に立ち,見 守ること,平 等に扱 うこと,

② こどもと一緒 に共感 し楽 しみ,コ ミュニケーシ ョン

をはか り信頼関係 を築 くこと,③ お母さん代わ りとし

て接 し,こ どもへの気配 りと配慮,ま た,し つけ(叱

りかた,ほ め方)が 大切であること,④ 落ち着きのな

い こどもへの対応,け んかの扱い方,障 害児に対する

対応の仕方などは同じであったが,一 方,保 育園では

異年齢への関わ り,長 時間児の受け止め方 ・接 し方に

関する記述があった。これは保育園では年齢幅が広い

こと,長 時間,特 に一 日の大半を園生活にあて過 ごし

ていることにより,親 代わりとしてケアをどのように

したらよいか,保 育者 としての構え,責 任感 ・使命観

を持つことが大切であることが学び取れた,と してい

る。

これ らの結果により,「保育者がいかにこどもの心に

深 く入 り,個 々の特徴をつかみ,素 養を引き出し,対

処 ・指導 ・援助ができるか」に気づきがあったと思わ

れる。幼稚園 ・保育園ともにこどもへの関わ り方(接

し方 ・対応)の 「学び ・気づき」が,い かに教育 ・保

育の上で重要であるかがわかる。これらの 「学び ・気

づき」は,現 場での体験を通 してのみ養われるもので,

模擬的な授業 と理論的授業だけでは保育者 としての資

質向上には繋がらないであろ う。実習においてこそ学

び得るものであり,こ の質問項目では,保 育者 として

最も大切な資質であることが実証できた。

(2)「 保育方法」の内容について1よ 保育園(16.2%),

幼稚園(28.0%)と 両方 とも第二位であった。保育園

が幼稚園より少ない割合であった。 しかし,そ の内容

を表2・ 表3か らみると,保 育園 ・幼稚園両者 とも,

①保育形態 として自由保育,設 定保育,縦 割 り保育を

行っている,② 保育方法 としてモンテッソーリ教育を

取 り入れている,年 齢に合った,ま たこども一人ひと

りに合った教育 ・保育,ユ ニークに工夫された教育 ・

保育,目 標を持たせながらこどもをほめることにより,

やる気 ・意欲などの伸ばし方を考慮 している,③ 指導

案(日 案 ・部分案)の 書き方,一 日の流れ,日 誌の書

き方の大切 さがわかった,と なっている。両者の相違

は,保 育園では掃除,食 育の大切 さ,給 食教育の大切

さ,わ らべ歌,リ ズムあそび ・手遊び ・鉄棒あそびな

どの 「あそび」の大切 さに重点が置かれていること,



こどもへの接し方 ・対応 ・対処の仕方を基 にいかにこ

どもの生活を支え,ケ ア してい くか,こ ころを育み,

様々な方法で保育を遂行していくかに重点がおかれて

いるところであ り,一 方,幼 稚園では年齢が高い こと

から指導援助をお こな う技術 としての丁寧な言葉づか

い,き れいな言葉で話すこと,わ か りやすく話す こと

の重要性,ピ アノ ・体育 ・絵本読み ・国語力のつけ方,

接 し方 と指導 ・援助法など教育技術的な面 に重点がお

かれているところであった。

以上,保 育方法においては,保 育園 ・幼稚園 ともに

同じ傾向にあるが,保 育園の場合は長時間の子供 との

関わ りのため,あ そびを通 して園生活を援助 ・指導 し

なが ら教材作 りに頑張っているところに気づきがあっ

たことが伺えた。幼稚園の場合は保育園より余裕ある

時間で教材作 りができるため,よ り教育的観点か らの

アプローチができることの違いを感じた実習生が多い

表2

と考察できた。

(3)「 年齢による発達の違い」の内容ついては,保

育園(11.9%),幼 稚園(3.9%)と 差が大 きかった。

順位では,保 育園は三位であるが,幼 稚園では六位と,

両者 に隔た りが見られた。 これは,保 育園は0～5歳

児を対象に幅広い年齢に対 して,幼 稚園は3～5歳 児

と年齢幅の小 さいこどもを対象に教育 ・保育 している

ことの違いで,保 育園での0歳 児(乳 児)の 目ざまし

い発達 を遂げる時期であること,ま た1～2歳 児にお

ける言葉の発達,こ ころの発達に顕著な発達がみられ

るところ,ま た成長発達の大きいところ,な どの気づ

きが上位にランクされた理由である。幼稚園では思っ

た より大人であること,自 分をしっかり持って自立し

ていること,頑 張る姿,観 察力の素晴らしさ,優 しさ・

思いや りのこころが育まれていること,に 気づきと驚

きを感じ,実 習での 「学びと気づき」の結晶であると

保育園実習の場合

1.こ どもへ のか かわ り方

① こ どもへ の関 わ り

異 年齢へ の関 わ り,個 の尊 重,こ ど もへ の配慮,コ ミュニ ケー

シ ョンの大切 さ

こ どもの立場 に立 つ,様 々な 気づ き と気 配 り,こ ども を しっ

か り理解 す る

共 感 して楽 しむ

② こ どもへ の接 し方 ・対応 の仕 方

見 守 る大切 さ,お 母 さん の よ うに接す る,障 害 児へ の 対応,

長 時間 の受 け止 め方

2.保 育 方法

縦割 り保 育,自 由保 育,設 定保 育,年 齢 にあ った保 育,一 人
一 人 に合 った指導

モ ンテッソー リ教育,ほ める大切 さ,掃 除の大切 さ,食 育の大切さ

給食教育の大切 さ,行 事に関する指導,上 手な保育法,一 日の流れ

日案の つ け方,日 誌 のつ けか た,あ そび(リ ズム あそび ・わ

らべあ そび ・手 あそび歌 ・音楽 ・お もちゃあ そび)の 大 切 さ,

教 材の作 り方

3.

4.

5.

6.

7.

年 齢 に よる発達 の違 い
か らだ の発達,こ こ ろの発達,成 長発達 の個 人差

援 助 ・お世 話

食 事 の世話,授 乳 法,オ ム ツ換 え,ト イ レ ・トレー ニ ング,

0才 児 の お世 話

絵 本読 み,は な しか け

言葉 ・声 か け

0才 児へ の言 葉か け,各 場面 で の声か け ・言 葉 かけ

保 育者 自身 の気 づ き

積極 性,向 上心 と学 びの 心,勉 強 の必要性,や りが い,視 野

が広 くなっ た根 気 強 くな った,人 間関係 の大切 さ,仕 事 の厳

しさ,保 育士 と しての心 構 え

先生 の役 割

その他

生活 習慣(生 活 リズム)の 確立 の大切 さ ・安全 面(目 を離 さ

な い)の 注意

衛生 面 の大切 さ ・保 護者 との関わ り



も言える。年齢による発達の変化の気づきこそ,保 育

者としての学びの一歩である。

(4)「 援助 ・お世話」についての内容は,保 育園で

の乳児 ・未満児に関してのものが多 く,11.3%と 四位

であった。また,幼 稚園ではしつけについての回答だっ

たので教育の一貫として保育方法に加えたため0%で あっ

た。保育園における0歳児の授乳 ・排泄 ・食事のお世話,

自立の一歩である トイレ ・トレーニングなどは,援 助

が必要な時期であり,実 習生にとってかなり大きな学

びと気づきであったと推察できる。

(5)「 言葉かけ ・声かけ」については,保 育園で8.1

%,幼 稚園で12.1%,で あった。幼稚園では保育方法

に次いで三位にランクされた。保育園で もこどもの援

助 ・お世話 に続いて上位にランクされた。 これは,保

育園 ・幼稚園とも指導 ・援助法 としての言葉かけ ・声

かけがこどもとのコミュニケーシ ョンを形成 し,言 葉

による働きかけが こどもの意欲を引き出し,積 極性 ・

自立心の形成につなが り,声 かけ ・言葉かけが,積 極

的なこころを育 くむ要素としていかに大切であるかが

伺えた。

(6)「 保育者自身に対する気づき」については,保

育園で4.8%,幼 稚園で8.1%と ほぼ同じ順位(保 育園

六位 ・幼稚園五位)に ランクされた。その内容は,保

育園 ・幼稚園ともに,① 仕事の厳しさ,真 剣さを知っ

た,② 保育士としての構え,関 わ り,役 割の大切 さ,

③保育者 として多 くのことを勉強しなければならない

こと,④ こどもを愛する大切 さを知 り,気 持の余裕を

持つこと,ま た保育者自身も楽 しむこと,⑤ 根気強 く

なった,視 野が広 くなった,積 極性が大切,や りがい

のある仕事と感じた,な どにまとめられた。園での様々

な仕事をこなし,こ ども達に接 し,指 導 ・援助を経験

することによって教育 ・保育全般を知 り,自 分自身に

表3

どの様な構えが必要なのか,常 に勉強 しなければなら

ない,責 任のある,ま た,や りがいのある職業 と感じ

とり,保 育者 としての自覚がはっきり浮き彫 りになっ

た,と 推察できる。

(7)「 生活習慣の大切さ」については,保 育園で2.9

%,幼 稚園で2.9%と 同率で,順 位もほぼ同じであった。

その内容をみると,保 育園では,① 生活 リズムの確立

の大切 さ,② 幼稚園では生活習慣 とともに,身 だしな

み,あ そびの力をつける,と い う記述であった。保育

園では未満児のこどもまで対象にお世話 しているため,

3歳 までの生活 リズムの確立が基本的生活習慣の基礎

要素になるかを示唆していると推察できる。幼稚園で

は保育園より年齢が高いため,基 本的な生活習慣 に加

えて,み だ しなみ,あ いさつ,あ そびの習慣,あ そび

の力をつけることなどまで,保 育実習で学び とること

ができていると思われる。これらは,学 生たちが目指

す保育士としてのすばらしい体験であった。

(8)「 安全面の大切さ」と(9)「 衛生面の大切さ」

については,保 育園実習での回答のみであり,両 者2～

3%の 割合であった。幼稚園においても安全面,衛 生

面の大切さを感 じ取っていると推察できるが,特 に乳

児を扱 う保育園においては,授 乳時での容器の消毒,

お世話する保育士の手洗いなど,衛 生面での神経 を使

う場面に直面 し,強 く印象 に残った結果ではないかと

思われる。また,"う つ伏せ状態","ベ ッドからの転落",
"何でも口に入れる"

,"頭 をぶつける","転 びやすい"

等々で目が離せないことの経験によって安全面での保

育の大変さ,重 要さを感 じ取った と思われる。

一方,幼 稚園の場合は 「安全面での気づき」は低年

齢を扱っていないことにより常識範囲内のことと受け

止めたこと,ま た,こ どもの好奇心,冒 険心など意外

性 ・危険を越えての行動による行為に遭遇 しなかった

幼稚園実習の場合

1.こ どもへ のかか わ り方

① こど もへの関 わ り
こど もと共 に楽 しむ,個 々 を尊 重す る,コ ミュニケ ー シ ョン

の大 切 さ

信頼 関係 を築 くこ と,お 母 さん のよ うにな る こと

② こど もへの接 し方 ・対応 の仕 方

平等 に扱 う,こ ころ配 り,気 配 り,こ ども を見 守 る保育,こ

どもの様 子 を受 け止 め待 つ姿 勢,落 ち着 きの ない こど もへ の

接 し方,け ん かの扱 い

叱 り方 ・ほ め方,障 害 児の接 し方

2.保 育方 法

設定 保育,縦 割 り保 育,モ ンテ ッソー リ教 育,こ ども にあ っ

た保 育

年齢 別保 育の 方法,意 欲 の育 て方,良 い点の伸 ば し方,自 信

の つ け方

全体 把握 の大切 さ,指 導 援助 ・工 夫す る ことの大切 さ,ユ ニー

クな指導 援助 法

きれいな言葉での話 し方,日 誌のつけ方,指 導案 ・部分案の立て方

ピア ノ ・体育 ・絵本 読 み ・国語 力な どのつ け方 ・教 え方

3.

4.

5.

6.

7.

年 齢 に よる発達 の違 い

自分 を しっか り持 って いる 自立 して いる,頑 張 る姿 ・観察 力

の素 日青しさの発 見

優 しさ ・思 いや りの ここ ろの 発見,各 年 齢別 ク ラスの特 徴

な し

言 葉 ・声 かけ

問 いか け,そ の 場 に応 じた言葉 か け ・声 か け,意 欲 を引 き出

す言 葉 かけ

保 育者(実 習生)自 身の 気づ き

保育 者 自身が 楽 しむ,積 極性 が必要,広 い視 野 を持 つ こ と

余裕 を持 つ こ との大 切 さ,物 を大切 にす る気持,愛 す る大 切

さ,時 間を守 る こ と

延長 保育 の大切 さ,保 育 全般 を知 っ た

その他

生活 習慣 の大切 さ,保 護者 との関わ り,教 育的 な こと を学 ぶ

(教 育 のあ りか た,環 境 の作 り方,人 格 を作 る基盤,教 育 理

念 な ど),一 人担任 の大切 さ

責任 感 を もつ,役 割 や雑用 をこなす こと,体 力の必要 性,掃

除 の大切 さ



こと,実 習 においては自己決定範囲内でできた こと,

などにより特に危機感など感 じられなかった結果では

ないか と思われる。 これらは,保 育現場での体験を通

してのみ気づき,学 びとるものであることから,現 場

での徹底教育にゆだねること,学 校(養 成校)で の危

機管理 ・健康安全指導など,教 科での徹底教育が必要

であると考えられる。

(10)「保護者との関わ り」について,こ の内容の割

合は保育園 ・幼稚園,両 方 とも1～2%と 低かった。

実習生なので保護者 との関わりが少なく,コ ミュニケー

シ ョンがあま りとれなかったための回答であった。 し

かし,保 護者との関わ りは保育士としての最も大切な

要素の一つであることから,実 習以外の場を設けて教

育すること,経 験を積むことの必要性を示唆している。

(11)「教育的なことを学ぶ」と(12)「 先生の仕事」

この内容については,幼 稚園実習における回答だけで

あった。 「教育的なことを学ぶ」は3.9%で あ り,上 位

ランクではなかったが,そ の内容としては,① 幼稚園

教育のあ り方,② 人格の基礎 を築 く基盤であること,

③環境を作ることの大切さ,な どであった。次に,「先

生の仕事」の割合は9.7%で,第4位 にランクされた。

その内容をみると,① 一人担任の大変さ ・その責任の

重さ,② クラス運営 と役割の多 さ,③ 雑用の煩雑 さ,

④体力が必要,な どと述べている。幼稚園の先生の仕

事の多忙さは,教 材の準備,こ どもの日常の観察記録,

園の組織校務分掌,園 の管理運営,運 動会や文化行事

の準備など多面的な事をこなしていたこと,な どが印

象に残っていたと思われる。こどもと共に遊んで教育 ・

保育するだけが先生の仕事ではなく,様 々な仕事があ

るのだ と実習で感 じ取った と思われる。 これら保育者

としての仕事および"教 育的なことの学び"の すべて

は,保 育士像の形成のもとになったようである。

質問項目2.「 保育実習に役立った教科目は何ですか」

の問に関しての集計を表4に 示した。

この表か ら,第 一位には 「音楽(ピ アノ ・うた)」が

26.6%と 多 く,現 場では音を介しての保育内容が展開

され,役 だったとしている。第二位は 「保育教材研究」

が15.2%で あった。この授業の内容は,絵 本 ・様々な

あそび ・紙芝居 ・手あそび ・パネルシアターなどであ

り,す ぐに実践指導に役立つ指導 ・援助法を基にした

教科であったことか らではないかと思われる。第三に

「保育内容 ・言葉」が14.9%で あった。 この科 目は,

言葉の発達,コ ミュニケーションの手殺,さ らに言葉

あそび,紙 芝居,絵 本読み,パ ネルシアターなどの実

際を含んでいたことによる結果であると思われる。第

四位の 「人間関係」は9.9%で あった。これは人との関

わ り,関 わ りを育てる保育活動,心 身に障害を持つこ

どもへの援助など実践力を備えた保育者になることを

目的 にしていることによる結果であると思われる。第

5位に 「小児保健実習」の6.596,第 六位に 「幼児体育」

6.396と,ほ ぼ同じ割合になっている。小児保健実習で

はミルクの飲ませ方,オ ムツ換え,沐 浴な どの実践指

導の内容で,幼 児体育も,こ どもの運動あそび,表 現

あそび(リ ズム体操 ・リズムダンス ・リトミックなど)

であり,と もに保育園 ・幼稚園です ぐに役立つ内容の

授業であった ことによる回答ではないか と思われる。

第七位に 「図工」5.6%と 「造形表現(鉛 筆,色 えんぴ

つ,ク レヨン,水 彩,色 がみ,ね んどなど,立 体表現」

で,第 八位に 「環境」4.6%と なっている。割合は少な

いが 「乳児保育」「保育内容総論」「日案 ・指導案 ・手

紙の書き方」,な ど保育実習で必要不可欠要素であるこ

との記述があった。

以上,実 習に役立った教科は幼稚園教育要領 ・保育

所保育指針に基づ く5領 域 を中心にした教科 目であっ

た。音楽 ・体育 ・図工 ・教材研究など,ま た小児保健

実習,乳 児保育など実習 ・実技 ・指導 ・援助法を伴 う

授業科 目が直接役立ったと思われる。

質問項 目3.「 将来どのような保育士にな りたいと思

いますか」の結果を表5に 示した。

前途の質問項目1と 質問項目2か らの気づき ・学び ・

役立った教科 と保育実習における保育科学生 としての

学修成果を総合 して見た場合の保育士像をまとめたの

が表5で ある。

これらをまとめてみると,① 活発で明るく元気で朗

らかな先生(28.3%),② こどもからも保護者か らも,

同僚か らも信頼される先生(20.896),③ 一人ひとりの



気持ちや立場を大切にし,こ どもと共に成長できる先

生(19.9%),④ 穏やかで優 しく接 し,感 情豊 かな,こ

ころに柔軟性のある,安 心感 を与え,気 がつ く先生

(17.4%),⑤ こどもと共感でき,ク ラスが明るく,喜

びを感じ一日楽しかったと思われる雰囲気 ・環境作 り

のできる先生(8.7%),⑥ 自立を助け,指 導 ・援助が

適切にできる先生(4.0%),⑦ 地域 との関わ りができ

る先生(0.9%),な どであった。

以上の内容か ら学生たちは指導 ・援助などの方法論

も大切だが,そ れ以前 にこどものこころの中に入 り,

安心感 と信頼感を与えられる人間的な面での幅広い,

寛大な,許 容量のある先生にな りたいと考えている。

他人のこどもを預かることそのものの責任感と使命感

などを兼ね備え,こ どもと共に育っていくことを目指

すことを感 じ取ったようである。これ こそ実習による

教育成果であると考えられる。

質問項目4.「 生涯,保 育士を続けたいですか」の問

に関しての結果であるが,将 来像 として,① 続けたい

(57.7%),② 続けたいが一時中断し,こ どもを育てた

後に復帰(12.0%),③ 続けない(10.4%),④ わから

ない(14.8%),⑤ 無回答(5.1%),で あった。なんら

かの形で続ける割合が69.796と ほぼ7割 が職業 として

の価値観を見出していると思われる。

質問項目5.「 将来あなたのこどもを幼稚園と保育園

どちらに行かせたいかと思いますか」では,保 育園に

行かせたい(40.7%),幼 稚園に行かせたい(42.9%)

とほぼ同率であった。その内容をみると保育園に行か

せたい と考えている学生は,第 一に,自 由でのびのび

としている,自 分が仕事を続けたい,第 二 に他のこど

ものお世話をした り,様 々な友達と関わる時問を長 く

持たせ,強 いこどもに育てたい,な どであった。一方,

幼稚園に行かせたいとしている学生は,第 一に,こ ど

もとの関わる時間を多く持ちたい,さ み しい思いをさ

せた くない,3歳 までは自分で育てたい,第 二に,自

分が幼稚園出身だった,と いう内容であった。この結

果により,保 育園 ・幼稚 園のそれぞれの特徴 と良 さ,

実習での 「学び ・気づ き」により感じ得たこと,ま た

自分の幼児期経験 してきた道を考え合せた結果ではな

いかと推察できる。

1V.ま と め

学生たちは保育実習で,何 を"学 び"ど のような"気

づき"が あったか,ま た,そ の結果,保 育実習 によっ

て形成 される保育士像を明らかにすることが本研究の

目的であった。

そこで,自 作の 「保育科学生の学修に関する調査」(15

項目)の 中から,1.「 実習から学んだこと」,2.「 実

習に役立った授業科 目」の項 目,さ らに,3.「 将来ど

のよ うな保育士にな りたいか」,4.「 生涯,保 育士を

続けたいか」,5.「 将来,あ なたのこどもを幼稚園と

保育園どちらに行かせたいか,そ れは何故か」の5項

目についての回答 を集計 し,そ れを基 に考察 した。

その結果,多 くの学生は,① こどもに対しての接し

方,関 わ り方,② 対応 ・対処の仕方,③ 保育方法(一

人ひとりを尊重 し,こ どもの素養を引き出す指導 ・援

助法など),④ 言葉かけ ・声かけ,な どがこどもの意欲

に結びつき積極性 につながることの"気 づき ・学び"

があり,ま た年齢 による発達の違い,こ どもの食事 ・

安全 ・衛生面における配慮 ・援助の大切さ,保 育士の

仕事全般を通 して教育的なことを学びとり,自 分 自身

(保育者自身)に 対しての気づきにより,保 育士とし

ての構え,関 わり方の大切 さを知 り,常 に勉強が必要

であること,責 任のあるや りがいのある職業であると

感 じとり,保 育士としての自覚が生まれた。 これらの

"気づき"と"学 び"は 学生の保育士像形成への基と

なり,そ の結果 として,"元 気で明るく活発な保育士",
"こ どもか らも保護者からも信頼される保育士"

,"一

人ひとりの気持ちや立場を大切に穏やかで安心感を与

えられる保育士","こ どもと共感 し,喜 びを感 じても

らえるクラス ・環境作 りが出来る保育士"な ど,人 間

的な面での幅広い,寛 大な許容量のある保育士にな り

たいと考えている。

以上,保 育園 ・幼稚園における実習を通 して様々な

こどもや保育士の先生 との出会いにより,学 生たちは

自分 自身に対す る気づき ・学びか ら,理 想 とする保育

士像が浮かび上が り,保 育士としての使命感がより鮮

明になったことが窺えた。こどもと共 に育っていくこ

とを感じ取っていることも,実 習による教育効果であっ

たと考えられる。



(本研究内容の一部は,第46回(2007年9月)全 国保

育士養成協議会研究大会で発表 した)
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